
●ボランティア派遣者総数　述べ1,584人

●困りごと（ニーズ）の受付総数　308件

　【完了246件　取消47件　対象外14件　保留１件】

●ニーズ調査件数　308件

●現地ローラー（聴き取り）調査件数　705件　

●ボランティア派遣日

	８月10日～８月31日　日～土（毎日）

	９月１日～９月30日　水・金・土・日（週４日）

	10月１日～10月31日　水・土（週２日）

　11月１日～12月26日　随時

＜お問い合せ先＞霧島市社会福祉協議会　地域福祉課

　（月～金曜日　8:15～17:00
　　※土・日・祝日ならびに12/29～1/3は休業です）

【所在地】霧島市国分中央三丁目33番10号

【電話】０９９５－４５－１５５７　

【ファックス】０９９５－４７－６１０１

【メール】volunteer@kirisha.jp

【ホームページ】https://kirisha.jp/

センター運営状況 （11月30日現在）

香川県仁尾中学校より、心のこもったエール入りの土のう袋が
届きました。現在も、国分総合福祉センター１階に展示中です。

この広報誌は、皆様からお寄せいただいた共同募金の配分金で発行しています。

　令和７年８月の大雨災害により被害を受けた皆様に、心

よりお見舞い申し上げます。

　霧島市社会福祉協議会では、霧島市災害対策本部からの

要請を受け、霧島市災害ボランティアセンター（以下「セ

ンター」を８月10日に開設し、多くのボランティアさん

や関係機関・団体等のご協力をいただきながら、被災地の

生活再建のために必要な活動を続けてまいりました。

　家屋の片付け・清掃や土砂除去等、着実に困りごとの解

決に向けた取り組みが進み、10月末をもちまして、ボラ

ンティアさんによるお手伝いのご要望については、すべて

完了することができました。

　11月以降は、引き続き困りごとの相談を受けながら、

必要に応じてボランティア派遣をおこなう体制をとってお

りましたが、おかげさまで一定の収束を迎えることができましたことから、関係機関と相談・調整の上、セ

ンターを令和７年12月26日（金）午後５時をもちまして閉所いたします。

　開設以来、ボランティアさんおひとりおひとりが、被災された皆様によりそい、心のこもった活動をして

いただきましたことに、深く敬意と感謝の意を表します。

　また、開設前からこれまで、センター運営にご尽力

いただきました関係機関・団体等の皆様にも、深謝申

し上げます。

　なお、閉所後も引き続き生活に関するご相談は受け

付けておりますので、お困りごとがございましたら、

地域福祉課ボランティアセンター係までご連絡くだ

さい。

令和７年12月23日
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発災から霧島市災害ボランティアセンター開設までの流れ

　災害が発生すると、被災地ではさまざまな困りごとが発生します。その情報を得たボランティアさんが、

被災地の力になりたいと各地から参集されます。

　災害ボランティアセンター（以下「センター」）では、被災地で必要とされている支援内容の把握（ニー

ズ受付・ニーズ調査）やボランティアの受け入れ・派遣、ボランティア活動の取りまとめ等をおこないます。

センターには、被災地の生活再建に向けた、災害ボランティアの活動を円滑に進める役割が期待されてい

ます。

　本市では、災害対策本部（以下「本部」）からの要請を受け、霧島市社会福祉協議会（以下「市社協」）が

その役割を担うことになっています。

　市社協ではこれまで、有事に備え、センターを設置・運営するための訓練を定期的におこなってきました。

「災害ボランティアセンター」とは？「災害ボランティアセンター」とは？

　市社協では「霧島市災害ボランティアセンター
運営者研修会」を開催…この時はまだ、センター
開設が現実になる
とは思っておらず、
20日（水）に大雨
による水害を想定
し た セ ン タ ー 設
置・運営訓練をす
る予定にしていま
した。

８月６日（水）

　マイブリマルシェ天降川七夕まつりに社協のブ

ースを設置し、ニュースポーツ体験等を実施。

　途中から激しく

なった雷雨のた

め、残念ながら中

止に。急いで撤収

作業をおこないま

した。雨は一晩中

降り続きました。

８月７日（木）

　一部地域の断水により市内では給水支援が開

始。ポリタンク不足により霧島青年会議所が無料

ポリタンクの配布を開

始。同会議所からの提

案を受け、市社協でも

無料配布を開始。

　同日、本部からの要

請により、10日にセン

ターを開設することが

決定しました。

８月９日（土）

　センター開設。市社協職員によるニーズ受付・

ニーズ調査を開始。同時に、ボランティアさんの

募集をスタートしました。

８月10日（日）

　災害支援システム「kintone（キントーン）」導

入に向けた打ち合せや、ボランティア活動のため

に必要な資機材運搬の調整をおこないました。

８月11日（月）

　前日から降り続く雨。5:00

に線状降水帯発生。

　市内各地で冠水や浸水被

害、土砂災害が発生。

　出勤が困難な職員も多数い

る中、市社協では、本部から

の要請に備え、センター開設

の準備に入りました。

８月８日（金）

　霧島青年会議所の皆さん
が、10トントラックで早朝
に出発し、必要な資機材を佐
賀県から霧島市へ運搬。市内
ライオンズクラブの皆さんの
協力もいただき、仮置場（日
当山小学校）に配置。
　いよいよセンターが開設
し、多い日は１日113名のボ
ランティアさんが登録・活動
をしてくださいました。

８月12日（火）

一輪車やスコップなどの資機材
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たくさんのあたたかいご支援ありがとうございます

　発災直後から、技術系ボランティア団体として霧島市

の被災地支援に入ってくださいました。

　重機を使った土砂除去や家屋の復旧、倒壊した家屋か

らの貴重品取り出し等、一般ボランティアでは対応困難

な多くの活動をしていただきました。

　OJさんは全国の被災地をまわり、たくさんのお仲間と

共に、技術的な支援のみならず、その地域に合った、そ

の家庭に合った、被害にあわれたお一人お一人に合っ

た、個別柔軟な支援活動を展開されています。

　発災直後はポリタンクや資機材等の物的支援、セン

ター開設後は運営スタッフの派遣等の人的支援を継続

してくださいました。さらに、大量の資機材を佐賀県

から運搬してくださり、丁寧に

管理を続けてくださいました。

　また、９月末には団体ボラン

ティアとして、被災地での支援

活動をしてくださいました。

一般社団法人OPEN JAPAN（オープンジャパン）
とゆかいな仲間たち（以下「OJ」）

公益社団法人　霧島青年会議所

　菅原正裕様（株式会社МNtry取締役・公

益社団法人福島青年会議所2020年度理事

長・防災士）を講

師に迎え、霧島青

年会議所と市社協

合同の研修会を開

催しました。

霧島市災害ボランティアセンター
中間振り返り研修会（９月18日）

　中央共同募金会が事務局を担う組織です。セン

ター運営のための支援者を８月から９月にかけて

５名派遣してくださいました。また、協賛企業か

らの支援物資を手配してくださいました。

災害ボランティア活動支援プロジェクト
会議（支援Ｐ）

　被災地支援活動に必須

なトラックや重機、軽自

動車等の貸し出しをして

いただきました。

災害支援車両（B＆G財団・日本カーシェア
リング協会）

　被災された家屋の床

下の乾燥等のために必

要な送風機を、各所か

ら提供いただきました。

　提供先との交渉・手配、そして被災されたお宅

への貸し出しまで一手に引き受けてくださったY

さんは、センターに常駐され、運営全般にも協力

いただきました。センター職員も、床下の乾燥具

合を確認する水分測定に参加しました。

送風機貸し出し

　鹿児島県社協をはじめ、離島を含む県内各地の

社協から、また県外社協からもたくさんの応援職

員が来てくださいました。

応援社協

　都城市から被災地支援のために、都城市社協職

員を含む災害ボランティアさん11名を乗せた

「ボランティアバス」がやってきました。

　OJさんの指導のもと、土のうづくりや土砂運搬

等をしていただきました。

猛暑の中活動をしてくださった
たくさんのボランティアさん

都城ボランティアバス（10月11日）
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　11月７日（金）、隼人地区で隼人町管工事組合（山田一郎組

合長）によるひとり暮らし高

齢者等を対象とした「給水装

置水回り点検ボランティア活

動」が実施されました。

　今年で29回目を迎え、組合

加盟の７社の担当者が事前に民生委員の協力を得て、要望のあった37

軒のお宅を訪問し、無償で水漏れ等の確認を行いました。

　訪問を受けた方々は、「自分ではなかなか点検できないところを専門

の方々に診ていただき、安心しました。」と感謝されておりました。

たくさんの災害支援物資をいただきました
いただきました物資は、被災地支援のために活用させていただきました。

ご厚意に深く感謝申し上げ、ここにお名前を掲載いたします。（順不同・敬称略）

公益社団法人　日本青年会議所　九州地区

　　　　　　　鹿児島ブロック協議会

公益社団法人　霧島青年会議所

公益社団法人　鹿児島青年会議所

公益社団法人　鹿屋青年会議所

公益社団法人　指宿青年会議所

公益社団法人　新大隅青年会議所

公益社団法人　南さつま青年会議所

公益社団法人　奄美大島青年会議所

公益社団法人　川内青年会議所

公益社団法人　枕崎青年会議所

公益社団法人　阿久根青年会議所

松田

社会福祉法人　湧水町社会福祉協議会

社会福祉法人　伊佐市社会福祉協議会

中西　豊騎

スナックちづる

寿司割烹「光正」

㈱マールユナイテッド

霧島市横川総合支所

久保　史睦

オイシックス・ラ・大地㈱東大阪

倉敷市役所

チームほんじょび　本庄卓也

社会福祉法人　志布志市社会福祉協議会

NPO法人てしおて　さきやま

堂園　忠則

社会福祉法人　鹿屋市社会福祉協議会

㈱東急コミュニティー

霧島市商工青年部

FSX株式会社

全国農業会議所

出雲市総合ボランティアセンター

小林製薬㈱

茨城県理容生活衛生協同組合

霧島商工会議所

ソニー生命

福島県会津若松市防災士有志

キリン

生活協同組合コープかごしま

日本防災士会鹿児島県支部

㈱ダイナム

アールエスエス

霧島市安心安全課

仁尾中学校生徒有志一同

うわじまグランマ

社会福祉法人　宇和島市社会福祉協議会

一般社団法人　OPENJAPAN

公益社団法人　ピースボート災害支援センター（仲介）

匿名

そのほか、災害ボランティアセンター運営スタッフ向けに、

多くの励ましの言葉や物品の提供をいただきました。皆様のご厚意に深く感謝いたします。
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　社会福祉協議会では、幅広い世代の方々のボランティア活動への参加を促進するため、

７月および８月を「サマーボランティア体験月間」と定め、ノーマライゼーションやボ

ランティア活動への理解と関心を深める機会として、さまざまな取り組みをおこなって

います。

　また、活動に参加された小学生・中学生・高校生には、「私のふれあいボランティア

活動カード」を発行しています。このカードは、皆さんのやさしさを応援するもので、

興味のある児童・生徒さんに通年で発行しています。

　ぜひ皆さんも、一緒にボランティア活動に取り組んでみませんか。

令和７年度「サマーボランティア体験月間（７月・８月）」の取り組み

地域で生き活き活動体験
本年度は、下記のとおり２つの活動体験を実施しました。

７月25日（金）
「まちをきれいに～みんなでごみ拾い～」

〇ごみの分別収集・リサイクル講座

　（市環境衛生課）

〇会場周辺のごみ拾い

７月30日（水）
「視覚に障がいがある方の日常を知ろう」

〇当事者による講話

　（鶴﨑　亮様～ピースくん～）

〇視覚障がいのある方の日常体験

ボランティア体験研修
本年度も、市内の高校に通う生徒さんを対象に、「ボランティア体験研修」を実施しました。

事前研修　講話①
「福祉のお仕事＆コミュニケーション技術」

（医療法人松城会　介護老人保健施設　希望の里）

事前研修　講話②
「おかねの教室」

（霧島市社会福祉協議会　成年後見センター）

【お問い合せ先】

霧島市社会福祉協議会　地域福祉課　ボランティアセンター係

Tel:０９９５－４５－１５５７　Fax:０９９５－４７－６１０１

Mail：volunteer＠kirisha.jp
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　10月31日、川商ホール（鹿児島市民文化ホール）にて、「令和７年度鹿児島県地域福祉推進大会」が開催

されました。（主催：鹿児島県・社会福祉法人鹿児島県社会福祉協議会・社会福祉法人鹿児島県共同募金会）

　「地域共生社会の実現をめざして～ともに生きる豊かな地域社会づくり～」の大会テーマのもと、同志社

大学社会学部　教授　永田祐氏によります記念講演（演題）「地域共生社会の実現をめざして～ともに生きる

豊かな地域社会づくり～」が行われました。また、式典におきまして、永年にわたり地域福祉の発展に寄与

された方々が表彰を受けられましたので、霧島市に関係のある方々のお名前を掲載いたします。

（順不同・敬称略）

霧島市社会福祉協議会　地域福祉課

ＴＥＬ：０９９５－４５－１５５７　　ＦＡＸ：０９９５－４７－６１０１

【問い合わせ先】【問い合わせ先】 霧島市社会福祉協議会　地域福祉課

ＴＥＬ：０９９５－４５－１５５７　　ＦＡＸ：０９９５－４７－６１０１

※「きりしま居場所づくり事業」は、皆さまからお寄せいただいた赤い羽根共同募金の配分を受けて実施しています。※「きりしま居場所づくり事業」は、皆さまからお寄せいただいた赤い羽根共同募金の配分を受けて実施しています。

　「サン・カフェ」は、年齢を問わず誰でも気軽に立ち寄って、お茶やコーヒーを
飲みながら、ほっとひと息つける居場所です。参加無料・申込み不要・時間内の
出入りは自由です。気が向いたときに、ふらっとお越しください。

　「サン・カフェ」は、年齢を問わず誰でも気軽に立ち寄って、お茶やコーヒーを
飲みながら、ほっとひと息つける居場所です。参加無料・申込み不要・時間内の
出入りは自由です。気が向いたときに、ふらっとお越しください。

３月12日・26日
２月12日・26日
１月８日・22日

【オープン日】第２・第４木曜日　10:00～14:00
　　　　　　令和８年

【場　　所】霧島市商工会館
　　　　　　（霧島市隼人町内山田1-6-65）

３月19日
２月19日
１月15日

【オープン日】第３木曜日　10:00～14:00
　　　　　　令和８年

【場　　所】霧島市国分総合福祉センター
　　　　　　（霧島市国分中央3-33-10）

きりし
ま居場所

づくり事業

地域共生社会の実現をめざして～鹿児島県地域福祉大会～

鹿児島県知事表彰

○民生委員・児童委員

　坂元京子、立山早美

○社会福祉事業施設の長及び職員

　吉井功、西畑美智子、烏丸淳一郎、久德たか子（社会福祉法人たちばな会）

○社会福祉事業関係団体等の役職員

　永池美鈴、柳田里美、村田貴子（社会福祉協議会）

鹿児島県社会福祉協議会会長表彰

○訪問介護員

　佐方睦美、前園恵子（社会福祉法人山陵会）

○社会福祉事業施設の長及び職員

　中野香織、岡元尚美、重水恵（社会福祉法人政典会）

　瀬戸口正樹、宮森千香子、今吉ツユ子（社会福祉法人山陵会）

　迫田奈保子、福永智子（社会福祉法人希望ヶ丘福祉会）

　湯田新一、泊口由美子（社会福祉法人桃蹊会）

　園田靖枝（社会福祉法人真奉会）

○社会福祉事業関係団体等の役職員

　山下勝義、有村秀忠、藤井宏一（社会福祉法人光耀福祉会）

中央共同募金会会長感謝楯

○多額の篤志寄付団体

　京セラ株式会社鹿児島国分工場従業員一同
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令和７年に結婚５０年を迎えられたご夫婦に

※「霧島市合同金婚式」は、皆さまからお寄せいただいた赤い羽根共同募金の配分を受けて実施します。

【対象となる方】令和７年に結婚50年を迎えられたご夫婦
　　　　　　　　（昭和50年１月１日から12月31日までに「婚姻届」を出されたご夫婦）

【開 　 催 　 日】令和８年３月４日（水）10:00～11:00

【会　　　　場】国分ハウジングシビックホール（多目的ホール）
　　　　　　　　霧島市国分中央３－45－１
❖参加は無料です。
❖希望者は、式典終了後、記念写真撮影をします。（有料）
❖参加を希望される方は、令和８年２月６日（金）までに下記へお申込み
　ください。
❖お申込みをされた方のみ、２月中旬にご案内を郵送します。

【お申込み先】

「令和７年度霧島市合同金婚式」を、下記のとおり開催いたします。

本所（国分）

溝 辺 支 所

横 川 支 所

牧 園 支 所

霧 島 支 所

隼 人 支 所

福 山 支 所

Tel 0995－45－1557

Tel 0995－59－2101

Tel 0995－72－9717

Tel 0995－76－2160

Tel 0995－64－8086

Tel 0995－42－2256

Tel 0995－56－2150

Fax 0995－64－0687

Fax 0995－59－2229

Fax 0995－64－6092

Fax 0995－76－2160

Fax 0995－64－8083

Fax 0995－42－8776

Fax 0995－56－2150

霧島市社会福祉協議会

日 程 時間・場所・内容 定員・料金

令和８年

１月２１日（水）

時間 9：30～12：00
場所 霧島市社会福祉協議会内

（霧島市国分中央三丁目33-10）
【相談内容】
・遺言、任意後見、尊厳死宣言など、公正
証書の作成などに関すること。
・公証人による面談方式。秘密は固く守り
ます。

※公証業務に関係のない一般的な法律相
談は受けられません。

定 員：１日５組

（１組３０分）

相談料：無料

令和８年

２月１８日（水）

令和８年

３月１８日（水）

「公証人による無料相談会」開催のご案内
鹿児島公証人合同役場と連携し、下記の通り「公証人による無料相談会」を開催しています。

【問い合わせ・申込先】
・霧島市社会福祉協議会成年後見センター（担当：山口、中村、福留）

☎ 0995-45-1557 Mail：kouken@kirisha.jp

一人で悩まず、まずは相談を。

国分ハウジングシビックホール
（多目的ホール）

霧島
市役所

国分ハウジングホール
（霧島市民会館）



国分支所(本所)

溝辺支所

横川支所

牧園支所

霧島支所

隼人支所

福山支所

相 談 日 開  設  場  所 連 絡 先

第２金曜日

第２水曜日

第２火曜日

第２火曜日

第２水曜日

第１木曜日

第２木曜日

国分総合福祉センター

溝辺ふれあい温泉センター

横川健康温泉センター

牧園福祉センター

霧 島 総 合 支 所

霧 島 市 商 工 会 館

福　山　公　民　館

0995-45-1557

0995-59-2101

0995-72-9717

0995-76-2160

0995-64-8086

0995-42-2256

0995-56-2150

○心配ごとや悩みごとの解決
　をお手伝いします。
○相談時間：午後１時～４時
　（相談は無料で、秘密は堅く守られます。）

心配ごと相談の
ご案内

　大切なおもちゃの調子はどうですか？

　きりしまおもちゃ病院は、下記の日程

で開院しています。

令和８年１月７日(水)・18日(日)
　　　　２月４日(水)・22日(日）
　　　　３月４日(水)・22日(日）

※おもちゃの修理は
　無料ですが、部品
　代をいただくこと
　があります。

開院場所：霧島市国分総合福祉センター
　　　　　（霧島市国分中央3-33-10）

受付時間：10:00～15:00

きりしまおもちゃ病院きりしまおもちゃ病院 開 院 日

おもちゃドクターお仲間募集中です
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募集中の救援金・義援金は、以下のとおりです。
　これまでの累計額と、先の社協だよりで報告以降（令和
７年６月１日～令和７年11月30日）の義援金の内訳を掲載
しています。（順不同・敬称略）　　　◎印は現在受付中

　下記のとおり、受章されましたので、ご紹介いたします。
　日本赤十字社の活動に深いご理解を賜り、多額のご協力をいただき、
ありがとうございます。

銀色有功章（一時または分割して20万円以上納められた方）　　　 　株式会社 日本土木設計 様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鹿児島神宮 様
金色有功章（一時または分割して50万円以上納められた方）　　　 　末重建設 株式会社 様
社長感謝状（金色有功章受章後、さらに50万円以上納められた方） 　鎌田建設 株式会社 様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鹿児島空港ビルディング株式会社 様

　お寄せいただいた救援金・義援金は、日本赤十字社鹿児島県支部
へ送金いたしました。皆様のご厚意に深く感謝いたしますと共に、
引き続きご理解・ご協力のほど、よろしくお願いいたします。
　なお、募集中の救援金・義援金は、霧島市社会福祉協議会本所・
各支所で受け付けております。

国分募金箱　　820円

【イベント】
能登半島震災復興チャリティーイベントきらめき夢舞台　23,017円
【国分】
国分物産館じょうもん市場　19,709円
国分募金箱　9,464円

ウクライナ人道危機救援金 累計 639,686円
（募集期間：令和４年３月２日～令和８年３月31日）

令和７年８月６日からの大雨災害義援金 累計 33,489円
（募集期間：令和７年８月19日～令和７年12月26日）

バングラデシュ南部避難民救援金 累計 326円
（募集期間：平成29年９月22日～令和８年３月31日）

中東人道危機救援金 累計 237円
（募集期間：平成27年４月１日～令和８年３月31日）

2025年パキスタン洪水救援金 累計 0円
（募集期間：令和７年９月19日～令和７年11月28日）

2025年アフガニスタン地震救援金 累計 0円
（募集期間：令和７年９月４日～令和７年11月28日）

【イベント】
きりしまフィーリングマルシェ　1,113円
【国分】
株式会社ダイナム　546円
国分募金箱　11,830円
【霧島】
高千穂リゾート自治会　20,000円

◎

令和６年９月能登半島大雨災害義援金 累計 761,120円
（募集期間：令和６年９月25日～令和９年３月31日）

◎

【イベント】
能登半島震災復興チャリティーイベントきらめき夢舞台　13,280円
【国分】
包括支援センター募金箱　4,599円
国分募金箱　1,692円
【溝辺】
溝辺募金箱　4,148円

令和６年能登半島地震災害義援金 累計 3,906,915円
（募集期間：令和６年１月４日～令和９年３月31日）

◎

◎

令和７年トカラ列島近海を震源とする地震災害義援金 累計 36,545円
（募集期間：令和７年７月15日～令和７年12月26日）

【国分】
国分募金箱　725円
【溝辺】
前田辰二　10,000円
溝辺地区民生委員児童委員協議会　23,000円

【隼人】
久德省三・町子　20,000円

◎

令和７年11月18日大分市佐賀関の大規模火災義援金 累計 20,000円
（募集期間：令和７年11月26日～令和７年12月19日）

◎

令和７年台風第22号及び第23号災害義援金 累計 0円
（募集期間：令和７年10月22日～令和８年１月30日）

◎

令和７年台風第15号災害静岡県義援金 累計 0円
（募集期間：令和７年９月10日～令和７年12月８日）

◎

令和７年台風第12号災害義援金 累計 0円
（募集期間：令和７年９月９日～令和７年12月26日）

◎

令和７年台風第８号に伴う災害義援金 累計 0円
（募集期間：令和７年８月12日～令和７年12月26日）

◎

令和７年大船渡市赤崎町林野火災義援金 累計 70,004円
（募集期間：令和７年３月６日～令和７年６月30日）

◎

◎

令和７年度



　

一
般
寄
付
及
び
香
典
返
し
と
し

て
、
霧
島
市
社
会
福
祉
協
議
会
に

ご
寄
付
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

本
会
で
は
、
皆
様
方
の
ご
芳
志

は
、
地
区
社
協
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
な
ど
、
地
域
福
祉
向
上
の
た

め
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　

紙
上
を
借
り
て
、
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
故
人
の

ご
冥
福
と
ご
遺
族
皆
様
の
ご
健
康

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
氏
名
・
金
額
は
、
寄
付

者
の
意
思
に
よ
り
掲
載
し
て
お
り

ま
す
。　
　

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　

遺
族
名　
　
　
　

故
人
名

令
和
七
年
八
月
豪
雨
災
害
緊
急
支
援
金

9
（
令
和
７
年
８
月
13
日
～
令
和
７
年
11
月
30
日
）

国
分
支
所

小
畑
老
人
ク
ラ
ブ

五
、
〇
〇
〇
円

霧
島
市
食
生
活
改
善
推
進
員
連
絡

協
議
会
国
分
地
区

五
、
〇
〇
〇
円

森　

美
菜
子　
　

五
、
〇
〇
〇
円

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
り
ん
ご

の
樹　
　
　
　
　

五
、
〇
〇
〇
円

窓
口
募
金
箱　
　

九
、
一
〇
六
円

英
聖
翔
峰
峰
の
会一

〇
、
〇
〇
〇
円

Ｍ
Ｄ
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ（
株
）

一
〇
、
〇
〇
〇
円

仮
屋　

茜　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

国
分
母
子
寡
婦
福
祉
会

一
五
、
三
八
一
円

霧
島
市
国
分
地
区
消
防
連
合
後
援
会

二
〇
、
〇
〇
〇
円

Ｊ
ｕ
ｎ
ｊ
ｕ
ｎ
杯
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
二
二
、
七
九
〇
円

出
世
会　
　
　

三
〇
、
〇
〇
〇
円

は
や
と
農
産
株
式
会
社

三
〇
、
〇
〇
〇
円

山
口
和
太
郎　

五
〇
、
〇
〇
〇
円

国
分
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会　
　
　

一
〇
二
、
〇
〇
〇
円

霧
島
市
文
化
協
会
国
分
支
部

一
五
七
、
〇
〇
〇
円

真
如
苑　
　

三
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

溝
辺
支
所

溝
辺
地
区
民
生
委
員
・
児
童
委
員

協
議
会　
　
　

二
三
、
〇
〇
〇
円

（
株
）山
北
電
工一

〇
〇
、
〇
〇
〇
円

牧
園
支
所

霧
島
市
牧
園
地
区
民
生
委
員
児
童

委
員
協
議
会　

三
〇
、
〇
〇
〇
円

横
川
支
所

横
川
町
民
生
児
童
委
員
協
議
会

二
〇
、
〇
〇
〇
円

第
20
回
横
川
中
卒
同
窓
会

二
二
、
〇
〇
〇
円

宮
井
紀
行
み
や
ま
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ラ
イ
ブ　
　
　

三
二
、
〇
八
九
円

隼
人
支
所

竹
ノ
内
龍
雄　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

霧
島
市
母
子
寡
婦
福
祉
会
隼
人
支
部

二
〇
、
〇
〇
〇
円

松
永
地
区
自
治
公
民
館

一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

小
野
地
区
自
治
公
民
館

　
　
　
　
　

一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

福
山
支
所

下
牧
之
原
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

一
五
、
〇
五
〇
円

牧
之
原
中
学
校
（
Ｓ
46
卒
）
古
希

同
窓
会　
　
　

四
二
、
〇
四
六
円

（
令
和
７
年
６
月
１
日
～
令
和
７
年
11
月
30
日
）

国
分
支
所

マ
イ
ブ
リ
マ
ル
シ
ェ
天
降
川
七
夕

ま
つ
り
参
加
者　
　
　

七
五
〇
円

京
セ
ラ
労
働
組
合
隼
人
支
部

五
〇
、
〇
〇
〇
円

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
あ
い
ら

七
六
、
〇
一
〇
円

匿
名　
　
　

五
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

横
川
支
所

植
村　

稔　
　

一
二
、
〇
〇
〇
円

（
令
和
７
年
６
月
１
日
～
令
和
７
年
11
月
30
日
）

　

遺
族
名　
　
　
　

故
人
名

国
分
支
所

三
十
万
円

迫
田　

勝
明　
　

迫
田　

清
美

十
万
円

鎌
田　

明
子　
　

鎌
田　

政
樹

五
万
円

上
園　

和
成　
　

上
園　

良
昭

立
和
田
チ
キ　
　

立
和
田
一
人

有
馬　

則
子　
　

有
馬　

早
夫

木
場　

政
義　
　

木
場　

京
子

若
松
シ
ヅ
ヱ　
　

若
松　
　

保

三
万
円

三
浦　
　

薫　
　

三
浦
ハ
ル
エ

溝
口　

辰
己　
　

溝
口　

清
次

米
森　

淑
子　
　

米
森　

俊
洋

川
添　

幸
枝　
　

川
添　

義
治

櫻
井　
　

勝　
　

櫻
井　

ヒ
サ

永
里　

健
一　
　

永
里
フ
ミ
子

石
塚
恵
美
子　
　

石
塚　

恭
平

山
之
内
洋
子　
　

山
之
内　

悟

神
田
橋
良
幸　
　

神
田
橋
ユ
キ

大
坪　

恵
子　
　

大
坪　

厚
德

池
田
ヨ
ネ
子　
　

池
田　

晴
美

井
手
元
正
信　
　

井
手
元
正
照

濵
田
千
恵
子　
　

濵
田　

嘉
典

小
川　

眞
子　
　

小
川　

通
郎

下
野　
　

隆　
　

松
山
セ
ツ
子

片
平　

康
子　
　

片
平　

直
行

鶴
園　

文
子　
　

鶴
園　
　

司

塩
盛
多
賀
子　
　

塩
盛　
　

悟

上
野　

浩
一　
　

上
野　

安
子

落
合　
　

登　
　

落
合　

文
男

川
畑
ク
ミ
子　
　

川
畑　
　

忍

二
万
円

立
山
麻
由
美　
　

大
山　

重
昭

坂
元　

成
美　
　

坂
元
ト
ミ
子

常
盤　
　

修　
　

常
盤
美
智
子

大
福　

志
郎　
　

大
福　

政
子

菊
野　

秀
久　
　

菊
野　

玲
子

匿
名　
　
　
　
　

新
辻　

一
美

一
万
円

小
田　

爲
博　
　

小
田　
　

利

匿
名　
　
　
　
　

角　

ミ
ツ
ヱ

植
益　
　

太　
　

植
益　

富
子

下
村　

和
雄　
　

下
村
す
み
ゑ

溝
辺
支
所

十
万
円

三
好　

昭
子　
　

小
牟
田
ミ
エ
子

五
万
円

重
丸　
　

誠　
　

重
丸　

正
人

三
万
円

林　
　

郁
美　
　

林　
　

勝
秀

重
森　

清
己　
　

重
森
ミ
エ
子

馬
場　

光
幸　
　

馬
場
ミ
ツ
ル

今
吉　

玉
子　
　

今
吉　

康
己

岩
元　
　

子　
　

岩
元　

良
博

小
野
加
代
子　
　

松
田
ヨ
シ
子

末
原　
　

耕　
　

末
原　

久
江

岩
元　

律
子　
　

岩
元　
　

満

今
吉　

好
伸　
　

今
吉
ユ
キ
ノ

池
澤
ち
え
み　
　

中
玉
利
ミ
チ
子



　

遺
族
名　
　
　
　

故
人
名

　

遺
族
名　
　
　
　

故
人
名

　

遺
族
名　
　
　
　

故
人
名

　霧島市社会福祉協議会は税額控除対象法人として霧島市より認定を受けてお

り、本会への寄付金は税額控除制度の適用を受けることができます。

　控除の対象となるのは2,000円を超える寄付を行った個人及び

法人となります。

　控除を受ける際は、確定申告に本会発行の「領収書」と「税額

控除に係る証明書（写し）」が必要です。

※「税額控除に係る証明書（写し）」は寄付受付時にお渡しいた

　します（本会ホームページからもダウンロードできます）⇒

　11月8・9日に開催されました

「霧島ふるさと祭り2025」で得

た収益を、豪雨災害緊急支援金

としてご寄付いただきました。

　日頃の活動の中で子どもたち

が制作した雑貨を展示し、子ど

もたちが自ら接客・販売された

そうです。ありがとうございま

した。

　８月の大雨により、一夜にして

見慣れた景色が一変することへの

儚さを知り、同時に、人と人とが

つながり助け合うことの尊さをよ

り強く感じるようになりました。

　今年も１年、たいへんお世話に

なりました。市民の皆様にとりま

して、来る年が幸多きものになり

ますよう、職員一同、心よりご祈

念申し上げます。

霧島市社協は税額控除対象法人です

霧島市社会福祉協議会
国分総合福祉センター
ＴＥＬ：４５－１５５７
ＦＡＸ：６４－０６８７

 

ホームページ
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　本会へのご意見・

ご要望等ございまし

たら、下記までお寄

せください。

放課後等デイサービス
りんごの樹より
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中
村　

鈴
子　
　

中
村　

和
治

米
丸
万
里
子　
　

米
丸　

實
行

重
森
ミ
ヨ
コ　
　

重
森
佐
々
夫

二
万
円

外
山　

博
章　
　

外
山
美
智
子

一
万
円

寺
才
元
和
江　
　

寺
才
元
清
己

横
川
支
所

五
万
円

福
永　

惠
子　
　

福
永　

捷
紀

三
万
円

東
鶴　

博
美　
　

東
鶴　

憲
一

中
山　

正
輝　
　

中
山　

ト
ミ

立
山
久
美
子　
　

立
山　

茂
文

一
万
円

田
中　

洋
子　
　

田
中　

信
夫

竹
下　

未
敏　
　

竹
下
ヨ
リ
子

牧
園
支
所

十
万
円

槐
島　

千
賀　
　

槐
島　

義
則

五
万
円

匿
名　
　
　
　
　

岩
倉　

勝
美

三
万
円

福
村　

ム
ツ　
　

福
村　

臣
治

永
野
と
し
子　
　

井
手
段
キ
ミ

芦
谷
原
真
一　
　

芦
谷
原　

都

二
万
円

山
岡　

道
子　
　

山
岡　

征
男

上
村
ヱ
ミ
子　
　

上
村　

三
郎

福
重　

利　
　
　

福
重
ユ
リ
子

一
万
円

秋
山　

重
徳　
　

秋
山　

京
子

山
下　
　

操　
　

山
下
ミ
エ
子

坂
元　

尚
男　
　

坂
元
ミ
ヨ
子

霧
島
支
所

五
万
円

竹
田
実
千
代　
　

竹
田　
　

妙

冷
水　

政
幸　
　

冷
水　

ツ
ギ

三
万
円

藤
田　

充
成　
　

藤
田　

佳
子

木
野
田
サ
キ　
　

木
野
田
光
雄

二
万
円

小
川　

耕
作　
　

小
川
真
智
子

一
万
円

宇
都　

秀
斉　
　

宇
都
ヒ
デ
子

徳
永　

安
子　
　

宮
田
ミ
ヨ
子

﨑
山
マ
ツ
子　
　

﨑
山　

俊
一

隼
人
支
所

十
万
円

大
野
浩
一
郎　
　

大
野　

律
子

五
万
円

田
原
ヤ
ス
子　
　

田
原　
　

亨

宮
竹　

幸
子　
　

宮
竹　

英
俊

濵
尻　

市
子　
　

濵
尻　

浩
伸

印
口　

眞
二　
　

印
口　

佳
德

上
田　

洋
子　
　

上
田　

修
造

三
万
円

池
田　

英
子　
　

池
田　
　

悟

緒
方
美
奈
子　
　

緒
方　

秋
治

秋
窪
ミ
チ
子　
　

秋
窪　

俊
一

日
置　

輝
美　
　

日
置
サ
チ
子

上
村　

和
代　
　

上
村
ツ
ル
子

下
登　

新
一　
　

下
登　

利
子

吉
留　

敏
雄　
　

吉
留
惠
美
子

溝
口
チ
エ
子　
　

溝
口　
　

勲

小
玉　

貴
子　
　

迫
田
ハ
ツ
子

匿
名　
　
　
　
　

福
重　

照
枝

二
万
円

脇
田　

増
美　
　

脇
田
ヒ
サ
コ

溝
口　

泉
子　
　

鳥
原　

フ
ミ

海
江
田
幸
雄　
　

海
江
田　

子

福
山
支
所

五
万
円

瀬
戸
口
浩
一　
　

瀬
戸
口
美
知
男

是
枝　

幸
子　
　

是
枝　

數
美

三
万
円

砂
走　

友
昭　
　

砂
走
リ
ツ
子

北
田　
　

勧　
　

北
田
伊
津
子

口
ノ
町
澄
子　
　

口
ノ
町
育
子

美
坂
ト
シ
エ　
　

美
坂　

政
勝

森　

三
喜
雄　
　

森　
　

孝
子

武
元　

京
子　
　

武
元　

和
則

二
万
円

池
之
上
良
一　
　

池
之
上
シ
ヅ

今
塩
屋
重
美　
　

今
塩
屋
重
子

（
氏
名
の
み
掲
載
を
希
望
）

国
分
支
所

匿
名　
　
　
　
　

林　
　

敏
博

松
中　

千
鶴　
　

宮
脇　

和
枝

松
中　

千
鶴　
　

宮
脇　
　

稔

匿
名　
　
　
　
　

山
口　

幸
子

前
島　

広
紀　
　

前
島
多
賀
子

牧
園
支
所

内
恒
見
テ
イ
子　

内
恒
見
良
満

内
恒
見
テ
イ
子　

内
恒
見
ミ
チ
子

隼
人
支
所

西
田　

清
美　
　

西
田
ア
ヤ
子
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